
 
 

２０２３年３月１４日 

 

《公益財団法人 ミズノスポーツ振興財団》 

２０２３年度 事業計画のご報告 
～スポーツの普及・振興のため、約３億円を助成～ 

 

（公財）ミズノスポーツ振興財団（会長 水野明人・ミズノ㈱社長）は、このほど行わ

れた評議員会で2023年度の事業計画を決定したのでご報告いたします。 

2023年度は、国際オリンピック委員会、(公財)日本スポーツ協会、(公財)日本オリン

ピック委員会、(公財)日本パラスポーツ協会への助成金を増額します。また、福岡で行

われる世界水泳など国内開催世界選手権等への積極的な助成や、新たに（公財）日本ス

ポーツ協会の「暴力・ハラスメント行為根絶に向けた事業」への支援のほか、注目度の

高い競技を統括する（公社）日本カーリング協会、(一社)日本ｅスポーツ連合、(公社)

日本ダンススポーツ連盟など新規15団体にも助成します。その結果、助成金総額は昨年

度より約1億4千万円多い3億1千万円になります。 

これにより1970年の財団創立からの助成額累計は約86億円となります。 

なお、助成先などの詳細は2ページ以降をご覧ください。 

 

（公財）ミズノスポーツ振興財団について 

   創立 1970年9月1日創立 

  会長 水野明人（ミズノ社長） 

 （公財）ミズノスポーツ振興財団は、ミズノ㈱の創業者・水野利八の遺志により創立

された《（財）ミズノスポーツ振興会 1970年9月1日創立》が、ミズノ㈱前会長・水野

健次郎の意思により創立された《（財）ミズノ国際スポーツ交流財団 1970年2月9日創

立》を吸収合併し、名称を変更したものです。 

その後2011年4月1日には公益財団法人への移行を完了しました。 

創立の目的は、「日本国のスポーツの振興に必要な事業を行い、もって国民の心身の健

全な発達に資する」ことです。 

 現在、同財団の持株は4,377,710株で、この株式から生ずる収入がスポーツの振興に

役立てられております。 

 

        （お問合せ先） 

公益財団法人ミズノスポーツ振興財団事務局 

藁澤･澤井   TEL:０３－３２３３－７００９ 

ミズノ株式会社 コーポレートコミュニケーション室  

木水    TEL:０３－３２３３－７０３７ 



（公財）ミズノスポーツ振興財団　2023年度事業計画

Ⅰ．国民スポーツ・生涯スポーツの普及振興に対する助成 7,850万円
　　1．NPO法人 アオダモ資源育成の会 （100万円）
　　2．NPO法人 全国ラジオ体操連盟 （150万円）
　　3.（公財）全日本ボウリング協会 （100万円）
　　4．第78回国民体育大会 （900万円）
 　　　（1）本大会　 (佐賀県） 《500万円》
 　　　（2）冬季大会スケート・アイスホッケー競技会　 《200万円》
                                （北海道）
 　　　（3）冬季大会スキー競技会  　　 (山形県） 《200万円》
　　5.（公財）日本スポーツ協会 （5,000万円）
 　　　（1）国体推進協力、日本スポーツ少年団全国 《2,300万円》
  　　　    大会協力及び日本スポーツ協会情報提供
  　　 （2）ブロック別総合体育大会（ブロック国体） 《450万円》
  　　 （3）日本スポーツマスターズ2023（福井大会） 《1,000万円》
  　　 （4）総合型地域スポーツクラブ育成・活動推進 《500万円》
  　　 （5）「スポーツの日」中央記念行事 《100万円》
 　　　（6）生涯スポーツ・体力つくり全国会議2024 《300万円》

　　   （愛媛県（予定））
 　　　（7）スポーツ界の暴力・ハラスメント行為等 《350万円》
　　　　　　根絶への次の10年に向けた節目事業
　　6．NPO法人 日本ティーボール協会 （100万円）
　　7.（一財）世界少年野球推進財団 （150万円）
　　8.（公財）日本パラスポーツ協会 （350万円）
　　　　(1) 全国障害者スポーツ大会の競技運営システム 《250万円》
　　  　　　利用費
　　　　(2) 国際パラリンピック委員会公認教材 《100万円》
　  　　  　「I'M POSSIBLE」を通じた教育活動 
　　9.（公財）日本スポーツクラブ協会 （100万円）
　 10.（公財）日本スポーツ仲裁機構 （150万円）
   11.（公社）全日本アーチェリー連盟 （100万円）
   12.（一社）全日本ノルディック・ウォーク連盟 （100万円）
   13.（公財）日本スポーツ施設協会 （100万円）

   14. (公社）日本カーリング協会 （200万円）※  

 　15. (一社）全日本ＢＭＸ連盟 （100万円）※

   16. 九州大学グローバルイノベーションセンター （150万円）※

Ⅱ．地域スポーツの普及振興に対する助成   650万円
　　1.（公社）全国スポーツ推進委員連合 （100万円）
　　2.（公財）ベルマーク教育助成財団 （200万円）
    3.（公財）日本スポーツクラブ協会 （100万円）

　　4. (一社）グローバルけん玉ネットワーク （150万円）※

　　5. (一社）日本ウオーキング協会 （100万円）※

Ⅲ．学校・社会体育の振興に対する助成   650万円
　　1.（公財）鹿屋体育大学体育・スポーツ振興教育財団 （200万円）
　　2.（公財）全国高等学校体育連盟 （100万円）
　　3.（公社）日本女子体育連盟 （150万円）
　　4.（公財）日本中学校体育連盟 （100万円）

　　5. (一社) 大学スポーツ協会 （100万円）※

※ 新規助成先
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Ⅳ．選手強化及び競技力向上に対する助成 5,300万円
 　 1.（公社）全日本アーチェリー連盟 （100万円）
 　 2.（一財）全日本野球協会 （300万円）
　　3.（公財）全日本柔道連盟 （100万円）
 　 4.（公財）全日本大学野球連盟 （200万円）
 　 5.（公社）日本ボクシング連盟 （200万円）
 　 6.（公財）日本学生野球協会 （200万円）
 　 7.（公財）日本高等学校野球連盟 （200万円）
　  8.（公財）日本ゴルフ協会 （250万円）
  　9.（公財）日本スケート連盟 （100万円）
　 10.（公財）日本ソフトボール協会 （100万円）
　 11.（一社）全日本テコンドー協会 （200万円）
　 12.（公社）日本トライアスロン連合 （200万円）
 　13.（公財）日本バスケットボール協会 （200万円）
 　14.（公財）日本バレーボール協会 （400万円）
 　15.（公財）日本ハンドボール協会 （200万円）
   16.（公社）日本ホッケー協会 （200万円）
 　17.（公財）日本野球連盟 （200万円）
　 18.（公財）日本ラグビーフットボール協会 （100万円）
　 19.（公社）日本ウエイトリフティング協会 （100万円）
   20.（一社）日本クレー射撃協会 （100万円）
　 21.（公財）日本アンチ・ドーピング機構 （200万円）
　 22.（公社）日本近代五種協会 （150万円）
   23.（公社）日本馬術連盟 （150万円）
　 24.（公財）日本パラスポーツ協会 （650万円）

 　25. (公社) 日本山岳・スポーツクライミング協会 （200万円）※

 　26. (公社）日本ダンススポーツ連盟 （100万円）※

 　27.（一社）日本ｅスポーツ連合 （200万円）※

Ⅴ．ジュニア育成に対する助成 3,500万円
　　1.（公財）日本ソフトテニス連盟 （200万円）
　　2.（公財）日本ゴルフ協会 （200万円）
　　3.（公財）日本ラグビーフットボール協会 （100万円）
　　4.（公財）全日本空手道連盟 （200万円）
　  5.（公財）日本テニス協会 （200万円）
　　6.（公財）全日本軟式野球連盟 （200万円）
　  7.（公社）日本ライフル射撃協会 （200万円）
　  8.（公財）日本レスリング協会 （300万円）
    9.（一社）日本バイアスロン連盟 （100万円）
   10.（公財）日本バドミントン協会 （100万円）
　 11.（公財）全日本スキー連盟 （200万円）
   12. NPO法人 ソフトボール・ドリーム （100万円）
   13.（一財）日本ドッジボール協会 （100万円）
 　14.（公財）日本サッカー協会 （300万円）
   15.（公社）日本スカッシュ協会 （150万円）
   16.（一社）日本クレー射撃協会 （150万円）
   17.（公財）日本アイスホッケー連盟 （150万円）
 　18.（公財）日本体操協会 （300万円）

 　19. (公社）日本ダンススポーツ連盟 （100万円）※

 　20. (公財) 日本セーリング連盟 （150万円）※

※ 新規助成先
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Ⅵ. 国内開催世界選手権大会等への助成 1,950万円
    1. FISジャンプワールドカップ2024札幌大会 （100万円）
    2. FIS女子ジャンプワールドカップ2024札幌大会 （100万円）
    3. FIS女子スキージャンプワールドカップ2024蔵王大会 （150万円）
    4. SUZUKI WORLD CUP 2023 第34回エアロビック世界大会 （200万円）

  （東京都）
    5. 2023世界トライアスロンシリーズ横浜大会 （100万円）
    6. 2023/24 ISUワールドカップスピードスケート競技会第1戦（北海道） （200万円）
    7. 2023/24 ISUワールドカップスピードスケート競技会第2戦（北海道） （200万円）
    8. 2023/2024 ISUジュニアワールドカップスピードスケート競技会 （100万円）
　　 　最終戦(青森県)
    9. 2024 ISU世界ジュニアスピードスケート選手権大会(青森県） （100万円）
   10. ISU フィギュアスケートジュニアグランプリ大会(期日、会場調整中) （100万円）
   11. 第19回FINA世界水泳選手権2022福岡大会 （200万円）
   12. 柔道グランドスラム東京2023 （200万円）
   13. 第1回WBSC 2023 U-15 女子ソフトボールワールドカップ(東京） （100万円）

　 14. 2023 世界少年野球大会(愛知県） （100万円）※

Ⅶ．オリンピックムーブメント昂揚に対する助成 6,650万円
　　1．国際オリンピック委員会 《＄10万》 （1,450万円）
  　2．NPO法人 日本オリンピアンズ協会 （100万円）
　　3．NPO法人 日本オリンピック・アカデミー （100万円）
　　4.（公財）日本オリンピック委員会 （5,000万円）
 　　　（1）FISUワールドユニバーシティゲームズ 《1,500万円》
      　　　 　 　　      （中国/成都）選手団派遣
 　　　（2) 第19回アジア競技大会 《3,000万円》

（中国/杭州）選手団派遣

 　　　（3）第4回ユースオリンピック冬季競技大会 《500万円》
    (韓国/江原道)選手団派遣

Ⅷ．スポーツに関する科学的・学術的・医学的研究に対する助成 3,250万円
　　1.（独法）日本スポーツ振興センター 国立スポーツ科学センター （200万円）
　　2.（公財）日本水泳連盟 （200万円）
　　3.（公財）日本陸上競技連盟 （400万円）
　　4.（公社）日本ウエイトリフティング協会 （100万円）
　　5.（公財）全日本スキー連盟 （100万円）

    6.（公財）日本卓球協会 （200万円）
 　 7.（公社）日本ローイング協会 （100万円）

　　8. 順天堂大学スポーツ健康医科学推進機構 （250万円）※

　  9. (一社) 日本抗加齢医学会 （250万円）※

 　10. 日本スポーツ学会 （250万円）※

   11. スポーツ学等研究助成（11件） （1,200万円）

Ⅸ．ミズノスポーツメントール賞表彰   900万円

Ⅹ．ミズノスポーツライター賞表彰   200万円

【助成金合計】 　  　　　  30,900万円

※ 新規助成先

 

Ⅺ．ミズノスポーツ振興財団資料館メンテナンス   100万円

　 　　　以上
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